
軽 井 沢 町 国 際 交 流 事 業 補 助 金 交 付 要 綱  

 

（ 趣 旨 ）  

第 １ 条  こ の 要 綱 は 、 国 際 理 解 の 向 上 及 び 姉 妹 都 市 と の 積 極

的 な 交 流 を 推 進 す る た め 、町 民 、町 内 就 業 者 、通 学 者 そ の 他

団 体 が 海 外 へ 渡 航 し 実 施 す る 国 際 交 流 事 業（ 以 下「 事 業 」と

い う 。）に 要 す る 経 費 に 対 し 、予 算 の 範 囲 内 に お い て 補 助 金

を 交 付 す る こ と に つ い て 、軽 井 沢 町 補 助 金 等 交 付 規 則（ 昭 和

4 6年 軽 井 沢 町 規 則 第 ６ 号 。以 下「 規 則 」と い う 。）に 定 め る

も の の ほ か 、 必 要 な 事 項 を 定 め る も の と す る 。  

（ 補 助 対 象 事 業 ）  

第 ２ 条  こ の 要 綱 に お い て 、補 助 金 の 対 象 と な る 事 業 は 、次 の

各 号 に 掲 げ る 事 業 と す る 。  

⑴    営 利 を 目 的 と し な い 団 体（ 以 下「 団 体 」と い う 。）が 姉

妹 都 市 に 親 善 訪 問 し 、当 該 姉 妹 都 市 の 文 化 、ス ポ ー ツ 等 の

活 動 を 行 う 団 体 と 交 流 活 動 を 行 う 事 業 で あ っ て 町 長 が 別

に 定 め る 基 準 に 該 当 す る も の  

⑵  姉 妹 都 市 に あ る 学 校 、専 門 学 校 等 で 勉 学 を す る た め 、又

は 芸 術 、ス ポ ー ツ 、語 学 等 の 技 術 を 習 得 す る た め に 留 学 す

る 事 業 で あ っ て 町 長 が 別 に 定 め る 基 準 に 該 当 す る も の  

⑶  小 ・ 中 ・ 高 校 生 （ 以 下 「 学 生 」 と い う 。 ） が 海 外 に 短 期

滞 在 又 は 留 学 し 、生 活 体 験 又 は 体 験 学 習 を 行 う 事 業 で あ っ

て 町 長 が 別 に 定 め る 基 準 に 該 当 す る も の  

⑷  団 体 の 活 動 に お い て 、学 生 が 海 外 に 短 期 滞 在 し 、生 活 体

験 を 行 う 事 業 で あ っ て 町 長 が 別 に 定 め る 基 準 に 該 当 す る

も の  

⑸  そ の 他 町 長 が 認 め た 事 業  

（ 交 付 対 象 者 ）  

第 ３ 条  補 助 金 の 交 付 対 象 者 は 、 申 請 時 に お い て 次 の 各 号 の

い ず れ か に 該 当 す る 者 と す る 。た だ し 、学 校 が 行 う 事 業 又 は



教 育 委 員 会 が 行 う 事 業 に 参 加 す る 者 及 び 国 、県 そ の 他 外 郭 団

体 か ら の 補 助 金 又 は 軽 井 沢 町 ス ポ ー ツ 大 会 参 加 激 励 金 の 交

付 を 受 け た 者 は 、 補 助 金 の 交 付 対 象 者 と し な い も の と す る 。 

⑴  軽 井 沢 町 内 に 住 所 を 有 す る 者  

⑵  軽 井 沢 町 内 の 事 業 所 に 勤 務 す る 者  

⑶   軽 井 沢 町 内 の 学 校 に 在 学 す る 者  

２  前 項 第 １ 号 の 規 定 に か か わ ら ず 、 軽 井 沢 町 内 に 住 所 を 有

す る 者 及 び そ の 者 の 属 す る 世 帯 に 町 税 等 の 滞 納 が あ る と き

は 、 補 助 金 の 交 付 対 象 者 と し な い も の と す る 。  

（ 補 助 金 の 額 ）  

第 ４ 条  補 助 金 の 額 は 、次 の 表 の 各 区 分 に 応 じ た 額 と す る 。た

だ し 、 補 助 金 の 額 に 1 , 0 0 0円 未 満 の 端 数 が 生 じ た 場 合 は 、 こ

れ を 切 り 捨 て た 額 と す る 。   

 
補 助 対 象 事 業  補 助 対 象 経 費  補 助 率  

補 助 金 限 度 額  

（ １ 人 当 た り ）  

 

 

第 ２ 条 第 １ 号 関

係  

交 通 費 、 宿 泊 費 及 び

旅 行 保 険 料 （ 町 長 が

別 に 定 め る 基 準 に 該

当 す る も の に 限 る 。） 補 助 対 象

経 費 の ２

分 の １ を

超 え な い

額  

4 0 , 0 0 0円   

 第 ２ 条 第 ２ 号 及

び 第 ３ 号 関 係  

交 通 費 、宿 泊 費 、旅 行

保 険 料 及 び 学 習 費

（ 町 長 が 別 に 定 め る

基 準 に 該 当 す る も の

に 限 る 。 ）  

8 5 , 0 0 0円   

 
第 ２ 条 第 ４ 号 関

係  

4 5 , 0 0 0円   

 第 ２ 条 第 ５ 号 関

係  

町 長 が 必 要 と 認 め る

経 費  

町 長 が 別 に 定

め る 額  

 

（ 補 助 金 の 交 付 申 請 ）  

第 ５ 条  補 助 金 の 交 付 を 受 け よ う と す る 者（ 以 下「 申 請 者 」と

い う 。）は 、軽 井 沢 町 国 際 交 流 事 業 補 助 金 交 付 申 請 書（ 様 式



第 １ 号 ）に 次 の 各 号 に 掲 げ る 書 類 を 添 付 し て 、第 ２ 条 に 規 定

す る 事 業 を 開 始 す る 日 の ２ 月 前 ま で に 町 長 に 申 請 す る も の

と す る 。た だ し 、町 長 が 特 に 認 め た 場 合 は 、こ の 限 り で な い 。 

⑴   事 業 計 画 書  

⑵   行 程 表  

⑶   留 学 先 の 学 校 の 入 学 許 可 証 の 写 し そ の 他 こ れ に 準 ず る

も の  

⑷   補 助 対 象 経 費 に 係 る 見 積 書 の 写 し そ の 他 こ れ に 準 ず る

も の  

⑸   住 民 基 本 台 帳 閲 覧 及 び 町 税 等 納 付 状 況 調 査 へ の 同 意 書

（ 様 式 第 １ 号 の ２ ） 、 勤 務 証 明 書 又 は 在 学 証 明 書  

⑹   外 国 人 に あ っ て は 、 出 入 国 管 理 及 び 難 民 認 定 法 （ 昭 和

2 6 年 政 令 第 3 1 9 号 ） に 規 定 す る 在 留 カ ー ド 、 特 別 永 住 者

証 明 書 そ の 他 こ れ ら に 準 ず る も の の 写 し  

２  第 ３ 条 に 規 定 す る 交 付 対 象 者 が 前 項 の 規 定 に よ る 申 請 の

時 に お い て 1 8 歳 未 満 で あ る と き は 、 そ の 者 の 保 護 者 が 当 該

申 請 を 行 う も の と す る 。  

（ 補 助 金 の 交 付 決 定 ）  

第 ６ 条  町 長 は 、 前 条 第 １ 項 の 規 定 に よ る 補 助 金 の 交 付 の 申

請 が あ っ た 時 は 、そ の 内 容 を 審 査 し 、軽 井 沢 町 国 際 交 流 事 業

補 助 金 交 付（ 不 交 付 ）決 定 通 知 書（ 様 式 第 ２ 号 ）に よ り 申 請

者 に 通 知 す る も の と す る 。  

２  町 長 は 、前 項 の 交 付 決 定 に 関 し 、条 件 を 付 す る こ と が で き

る 。  

（ 変 更 等 承 認 申 請 ）  

第 ７ 条  前 条 の 規 定 に よ り 補 助 金 の 交 付 決 定 通 知 を 受 け た 者

（ 以 下 「 交 付 決 定 者 」 と い う 。 ） は 、 交 付 決 定 後 に 申 請 内 容

の 変 更 又 は 事 業 の 中 止 が 生 じ た と き は 、軽 井 沢 町 国 際 交 流 事

業 変 更 （ 中 止 ） 承 認 申 請 書 （ 様 式 第 ３ 号 ） を 町 長 に 提 出 し 、

そ の 承 認 を 受 け る も の と す る 。  

（ 補 助 金 の 概 算 払 ）  

第 ８ 条  交 付 決 定 者 が 規 則 第 1 2条 の 規 定 に よ る 補 助 金 の 概 算
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払 い を 受 け る と き は 、軽 井 沢 町 国 際 交 流 事 業 補 助 金 概 算 払 請

求 書 （ 様 式 第 ４ 号 ） に よ る も の と す る 。  

（ 実 績 報 告 ）  

第 ９ 条  規 則 第 1 3条 に 規 定 す る 実 績 報 告 書 は 、 軽 井 沢 町 国 際

交 流 事 業 実 績 報 告 書（ 様 式 第 ５ 号 ）に 次 の 各 号 に 掲 げ る 書 類

を 添 付 し て 町 長 に 提 出 す る も の と す る 。  

⑴  事 業 報 告 書  

⑵  補 助 対 象 経 費 に 係 る 領 収 書 及 び 内 訳 書 の 写 し  

⑶  事 業 内 容 が わ か る 写 真 等  

２  前 項 に 規 定 す る 実 績 報 告 書 の 提 出 期 限 は 、 規 則 第 1 3条 の

規 定 に か か わ ら ず 、 補 助 事 業 の 完 了 の 日 か ら 2 0日 を 経 過 し

た 日 又 は 補 助 金 の 交 付 決 定 の あ っ た 日 の 属 す る 年 度 の ３ 月

3 1日 の い ず れ か 早 い 日 ま で と す る 。た だ し 、町 長 が 特 に 必 要

が あ り 、か つ 、予 算 の 執 行 上 支 障 が な い と 認 め る と き は 、当

該 期 限 を 繰 り 下 げ る こ と が で き る も の と す る 。  

（ 補 助 金 の 額 の 確 定 ）  

第 1 0条  町 長 は 、 規 則 第 1 4条 の 規 定 に よ り 補 助 金 の 額 を 確 定

し た と き は 、軽 井 沢 町 国 際 交 流 事 業 補 助 金 確 定 通 知 書（ 様 式

第 ６ 号 ） に よ り 交 付 決 定 者 に 通 知 す る も の と す る 。  

（ 補 助 金 の 請 求 ）  

第 1 1条  前 条 の 規 定 に よ り 補 助 金 の 額 の 確 定 通 知 を 受 け た 者

は 、軽 井 沢 町 国 際 交 流 事 業 補 助 金 請 求 書（ 様 式 第 ７ 号 ）を 町

長 に 提 出 す る も の と す る 。  

（ 補 助 金 の 返 還 ）  

第 1 2条  町 長 は 、 偽 り そ の 他 の 不 正 な 行 為 に よ り 補 助 金 を 受

け た 者 が あ る と き は 、 交 付 し た 補 助 金 の 全 部 又 は 一 部 を 返

還 さ せ る こ と が で き る 。  

（ 交 付 の 制 限 ）  

第 1 3条  第 ２ 条 各 号 に 掲 げ る 補 助 対 象 事 業 に 対 す る 補 助 金 の



交 付 は 、申 請 者 １ 人 に つ き そ れ ぞ れ １ 回 限 り と す る 。た だ し 、

町 長 が 特 に 認 め た 場 合 は 、 こ の 限 り で な い 。  

（ 委 任 ）  

第 1 4条  こ の 要 綱 に 定 め る も の の ほ か 、必 要 な 事 項 は 、町 長 が

別 に 定 め る 。  

附  則  

こ の 要 綱 は 、 平 成 2 2年 ４ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  

附  則 （ 平 成 2 4年 ３ 月 2 8日 告 示 第 ７ 号 ）  

こ の 要 綱 中 第 １ 条 の 規 定 は 平 成 2 4年 ４ 月 １ 日 か ら 、 第 ２ 条

の 規 定 は 同 年 ７ 月 ９ 日 か ら 施 行 す る 。  

     附  則 （ 平 成 2 9年 ３ 月 2 4日 告 示 第 ９ 号 ）  

 こ の 要 綱 は 、 平 成 2 9年 ３ 月 2 4日 か ら 施 行 す る 。  

   附  則 （ 令 和 ２ 年 ３ 月 2 7日 告 示 第 1 6号 ）  

（ 施 行 期 日 ）  

１  こ の 要 綱 は 、 令 和 ２ 年 ４ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  

 （ 経 過 措 置 ）  

２  こ の 要 綱 に よ る 改 正 後 の 軽 井 沢 町 国 際 交 流 事 業 補 助 金 交

付 要 綱 の 規 定 は 、 こ の 要 綱 の 施 行 の 日 以 後 の 申 請 つ い て 適

用 し 、 同 日 前 の 申 請 に つ い て は 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。  

  附  則 （ 令 和 ３ 年 ９ 月 3 0日 告 示 第 2 6号 ）  

（ 施 行 期 日 ）  

１  こ の 告 示 は 、 令 和 ３ 年 1 0月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  

（ 経 過 措 置 ）  

２  こ の 告 示 に よ る 改 正 前 の そ れ ぞ れ の 告 示 に 定 め る 様 式

（ こ の 告 示 に よ り 改 正 さ れ る も の に 限 る 。）に よ る 用 紙 は 、当

分 の 間 、 所 要 の 調 整 を し て 使 用 す る こ と が で き る 。  

附  則 （ 令 和 ４ 年 ３ 月 2 8日 告 示 第 ８ 号 ）  

こ の 要 綱 は 、 令 和 ４ 年 ４ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  


